
Ⅰ 注 意 事 項

１ 解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ

ります。特に，解答用紙の解答科目欄にマークされていない場合又は複数の科目

にマークされている場合は，０点となることがあります。

２ 出題科目，ページ及び選択方法は，下表のとおりです。

出 題 科 目 ペ ー ジ 選 択 方 法

数 学 Ⅱ ４～１４ 左の�科目のうちから�科目を選択し，

解答しなさい。数学Ⅱ・数学 B １５～２９

３ 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に

気付いた場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。

４ 選択問題については，いずれか２問を選択し，その問題番号の解答欄に解答し

なさい。

５ 問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。

６ 不正行為について

 不正行為に対しては厳正に対処します。

 不正行為に見えるような行為が見受けられた場合は，監督者がカードを用い

て注意します。

 不正行為を行った場合は，その時点で受験を取りやめさせ退室させます。

７ 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

Ｎ

数 学 ② 〔数学Ⅱ 数学Ⅱ・数学Ｂ〕 �
�
１００点

６０分

�
�

簿記・会計及び情報関係基礎の問題冊子は，大学入試センター試験の出願時に，そ

れぞれの科目の受験を希望した者に配付します。

Ⅱ 解答上の注意

解答上の注意は，裏表紙に記載してあります。この問題冊子を裏返して必ず読み

なさい。

― １ ― （２１０５―１）



Ⅱ 解答上の注意

１ 解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさい。

２ 問題の文中の ア ， イウ などには，特に指示がないかぎり，符号（－），

数字（�～�），又は文字（ａ～ｄ）が入ります。ア，イ，ウ，…の一つ一つは，

これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用紙のア，イ，ウ，…で示さ

れた解答欄にマークして答えなさい。

例 アイウ に－８aと答えたいとき

ア � � � � � 	 
 � � 
 � � � � �

イ � � � � � 	 
 � � 
 � � � � �

ウ � � � � � 	 
 � � 
 � � � � �

なお，同一の問題文中に ア ， イウ などが�度以上現れる場合，�度

目以降は， ア ， イウ のように細字で表記します。

３ 分数形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，
エオ

カ
に－

�
� と答えたいときは，

－４
� として答えなさい。

また，それ以上約分できない形で答えなさい。

例えば，
�
� ，

２a＋１
� と答えるところを，

�
� ，

４a＋２
� のように答えては

いけません。

４ 小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えな

さい。また，必要に応じて，指定された桁まで�にマークしなさい。

例えば， キ ． クケ に２．５と答えたいときは，２．５０として答えなさい。

５ 根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え

なさい。

例えば，���，�
１３
� ，���a と答えるところを，���，�

５２
� ，���a

のように答えてはいけません。

（２１０５―３０）



数 学 Ⅱ
（全 問 必 答）

第１問 （配点 ３０）

〔�〕

 �ラジアンとは， ア のことである。 ア に当てはまるもの

を，次の�～�のうちから一つ選べ。

� 半径が�，面積が�の扇形の中心角の大きさ

� 半径が π，面積が�の扇形の中心角の大きさ

� 半径が�，弧の長さが�の扇形の中心角の大きさ

� 半径が π，弧の長さが�の扇形の中心角の大きさ

 １４４°を弧度で表すと
イ

ウ
πラジアンである。また，

２３
１２
πラジアン

を度で表すと エオカ °である。
（数学Ⅱ第１問は次ページに続く。）

― ４ ― （２１０５―４）



 π

� ≦ θ≦ πの範囲で

�sin��θ＋
π

�
�
�－�cos

�
�θ＋

π

３０
�
�＝� ………………………… 

を満たす θの値を求めよう。

x＝ θ＋
π

� とおくと，は

�sin x－�cos��x－
π

キ

�
�＝�

と表せる。加法定理を用いると，この式は

sin x－� ク cos x＝�

となる。さらに，三角関数の合成を用いると

sin
�
�x－

π

ケ

�
�＝

�
コ

と変形できる。x＝ θ＋
π

� ，
π

� ≦ θ≦ πだから，θ＝
サシ

スセ
πであ

る。
（数学Ⅱ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ

― ５ ― （２１０５―５）



〔�〕 cを正の定数として，不等式

x log３x≧��
x
c
�
�
３

………………………… 

を考える。

�を底とするの両辺の対数をとり，t＝ log３ xとおくと

t
ソ
－ タ t＋ タ log３ c≧� ………………………… 

となる。ただし，対数 loga bに対し，aを底といい，bを真数という。

c＝３
�	のとき，を満たす xの値の範囲を求めよう。により

t≦ チ ， t≧ ツ

である。さらに，真数の条件を考えて

テ ＜ x≦ ト ， x≧ ナ

となる。
（数学Ⅱ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ

― ６ ― （２１０５―６）



次に，が x＞ テ の範囲でつねに成り立つような cの値の範囲を

求めよう。

xが x＞ テ の範囲を動くとき，tのとり得る値の範囲は ニ で

ある。 ニ に当てはまるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� 正の実数全体 � 負の実数全体

� 実数全体 � �以外の実数全体

この範囲の tに対して，がつねに成り立つための必要十分条件は，

log３ c≧
ヌ

ネ
である。すなわち，c≧

ノ
�ハヒ である。

数学Ⅱ

― ７ ― （２１０５―７）



第２問 （配点 ３０）

〔�〕 p＞�とする。座標平面上の放物線 y＝ px２＋ qx＋ rを Cとし，直線

y＝�x－�を lとする。Cは点 A（�，�）において lと接しているとする。

 qと rを，pを用いて表そう。放物線 C上の点 Aにおける接線 lの傾き

は ア であることから，q＝ イウ p＋ エ がわかる。さら

に，Cは点 Aを通ることから，r＝ p－ オ となる。

 v＞�とする。放物線 Cと直線 lおよび直線 x＝ vで囲まれた図形の

面積 Sは S＝
p

カ

�
�v

３－ キ v２＋ ク v－ ケ �
�である。

また，x軸と lおよび�直線 x＝�，x＝ vで囲まれた図形の面積 Tは，

T＝ v
コ
－ vである。

U＝ S－ Tは v＝�で極値をとるとする。このとき，p＝ サ

で あ り，v ＞�の 範 囲 で U ＝�と な る v の 値 を v０ と す る と，

v０＝
シ ＋� ス

セ
である。�＜ v＜ v０の範囲で Uは ソ 。

ソ に当てはまるものを，次の	～
のうちから一つ選べ。

	 つねに増加する � つねに減少する � 正の値のみをとる


 負の値のみをとる 
 正と負のどちらの値もとる

p＝ サ のとき，v＞�における Uの最小値は タチ である。

（数学Ⅱ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ

― ８ ― （２１０５―８）



〔�〕 関数 f（x）は x≧�の範囲でつねに f（x）≦�を満たすとする。t＞�のと

き，曲線 y＝ f（x）と x軸および�直線 x＝�，x＝ tで囲まれた図形の面積

をWとする。tが t＞�の範囲を動くとき，Wは，底辺の長さが�t２－�，

他の�辺の長さがそれぞれ t２＋�の二等辺三角形の面積とつねに等しいと

する。このとき，x＞�における f（x）を求めよう。

F（x）を f（x）の不定積分とする。一般に，F′（x）＝ ツ ，W＝ テ

が成り立つ。 ツ ， テ に当てはまるものを，次の�～�のうちか

ら一つずつ選べ。ただし，同じものを選んでもよい。

� － F（ t） � F（ t） � F（ t）－ F（�）

	 F（ t）＋ F（�） 
 － F（ t）＋ F（�） � － F（ t）－ F（�）

� － f（x） 
 f（x） � f（x）－ f（�）

したがって，t＞�において

f（ t）＝ トナ t
ニ
＋ ヌ

である。よって，x＞�における f（x）がわかる。

数学Ⅱ

― ９ ― （２１０５―９）



第３問 （配点 ２０）

座標平面上の�点 A（－�，�），B（�，�）を通る直線を l１とする。また，方程

式 x２＋ y２＋�x－１２y＋３６＝�が表す円を C１とする。

 l１の方程式は x－ ア y＋ イ ＝�である。また，C１の中心は

�
� ウエ ， オ �

	で，半径は カ である。

 C１上の点 P（a，b）に対して，三角形 ABPの重心 Gの座標を（ s，t）とおく

と，a＝ キ s－ ク ，b＝ ケ t－ コ である。したがっ

て，Pが C１上を動くとき，Gの軌跡は中心
�
�

サシ

ス
，

セ

ソ

�
	，半径

タ の円となる。
（数学Ⅱ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ

― １０ ― （２１０５―１０）



 で求めた円を C２とする。点 Qが C２上を動き，点 Rが線分 AB上を動く

とき，線分 QRの長さの最小値と最大値を求めよう。

C２の中心を通り，直線 l１と垂直な直線 l２の方程式は

チ x＋ ツ y－�＝�

である。l１と l２の交点は，線分 ABを�： テ に内分することがわか

る。よって，l２は線分 ABと交わるので，QRの長さの最小値は

ト �ナニ

ヌ
－ タ

である。

QRの長さが最大となるときの Rの座標は�� ネ ， ノ �
�である。し

たがって，最大値は

ハ � ヒ

フ
＋ タ

である。

数学Ⅱ

― １１ ― （２１０５―１１）



第４問 （配点 ２０）

a，b，cを実数とし，xの整式 P（x）を

P（x）＝ x３＋ ax２＋ bx＋ c

とする。�次方程式 P（x）＝�は虚数－�＋��iを解にもつとする。

 �次方程式 P（x）＝�の実数解を aを用いて表そう。

P（x）の xに虚数－�＋��iを代入し，整理すると

P（－�＋��i）＝ アイ a－ b＋ c＋ ウエ

＋�� オカ a＋ b－ キ �
	��i

となる。したがって，b，cを aを用いて表すと

b＝ ク a＋ ケ ， c＝ コ a－ サシ

となる。

二つの虚数－�＋��i，－�－��iを解とする
次方程式で，x２の係数が

�のものは

x２＋ ス x＋ セ ＝�

である。P（x）をこの方程式の左辺の整式で割ると，商は x＋ a－ ソ ，

余りは タ である。よって，方程式 P（x）＝�の実数解は

x＝ チ a＋ ツ

と表せる。
（数学Ⅱ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ

― １２ ― （２１０５―１２）



 P（x）を x＋ a－�で割ったときの余りが�のとき，a＝ テ である。

このとき，P（x）を�次の整式 Q（x）で割ったときの商は x－�，余りは

１３x＋１７とすると

Q（x）＝ x２＋ ト x＋ ナ

である。

数学Ⅱ

― １３ ― （２１０５―１３）
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